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樹木のアレロパシー研究から発展した有用機能の応用利用
Several applied utilizations of tree allelopathic function in artificial closed bio-ecosystems.
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アレロパシーは、主に植物が生育環境中に放出する成分が、他の生物に対して、生長阻害、促進などの何らかの影響
を及ぼす現象をさす。これまで多くのアレロパシー研究者らにより、様々な植物種を材料として、その現象や原因とな
る候補物質の同定やその機能などが研究され報告されてきている。ところで、圏外環境で生物機能を主に利用したエコ
システムを設計する時、樹木は多くの利用価値を持つ。大気の物質循環の他に、生活材料や食糧としても利用が可能と
なる。その場合も、樹木を導入して栽培する時、他生物にどのような影響を与えるのかについての検証として、アレロ
パシー活性評価の検討も十分必要となる。我々は、日本で注目されるサクラ属植物を材料として、アレロパシー研究を
行っている過程で、高い抗酸化性や糖代謝に関わる薬用利用価値を持つ樹木ラインの存在を見出した。人為的なエコシ
ステム設計の際に、他感作用の検証とともに、人への高い貢献度を調べることで、複数の機能を有する生物利用ができ
ると考え、ここでは、アレロパシー研究から発展したサクラの利用価値について、多面から考察する。
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